る 唱え 言 を 唱えて、 お礼の 銭 を 貰って は、 又 先へ 出掛 

け ま， ^9 

春になる 前夜の、 賑やかで、 そうして 何処かに しん 

と 静まった 様子 を 想像して 御覧なさい。 暦 を 見る と、 

立春と 言う 日が、 載って ありましょう。 今年 は、 其が 

二月 五日になります。 冬が 過ぎて 春の 来る の を 迎える 

について、 出来るだけ 我々 の 生活に とってよ くない も 

の を 却け て 置いて、 輝かしい 幸福 をと り 入れよう とす 

るので す。 昔から 春と 新しい 年と が、 同時に 来る もの 

と言う 考えが、 習慣の 様に 人々 の 頭に こびり つ いて 居 

るので、 立春が 新しい 春 その 前夜 を 意味す る 節分 は、 
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